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社
会
福
祉
法
人
制
度
は
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
に

創
設
さ
れ
て
以
来
、
本
年
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
で
六
十
九

年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
間
、
我
が
国
は
超
高
齢
社
会
の
到
来
や
介
護
保
険
制
度

の
創
設
等
、
社
会
福
祉
事
業
、
と
り
わ
け
老
人
福
祉
事
業
は
大

き
な
変
革
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、
自
主
性
・
自
立
性
を
も
っ
て
、
き
め
細
か
く
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
地
域
社
会
か
ら

必
要
と
さ
れ
、
地
域
社
会
に
開
か
れ
た
法
人
運
営
を
行
っ
て
い

く
こ
と
も
、
社
会
福
祉
法
人
の
重
要
な
職
責
の
一
つ
で
あ
る
と

認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
介
護
人
材
の
確
保
と
人
材
育
成
は
、

今
後
、
利
用
者
様
の
施
設
で
の
生
活
を
快
適
に
過
ご
し
て
い
た

だ
く
為
、
安
定
し
た
経
営
を
は
か
る
上
で
も
重
要
な
課
題
と
な

り
ま
す
。 

 

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
昨
年
法
人
と
し
て
新

た
に
、「
危
機
管
理
委
員
会
」
を
設
置
し
、
非
常
災
害
時
の
緊
急

対
応
や
感
染
症
予
防
対
策
等
に
関
し
、
的
確
か
つ
統
一
し
た
体

制
整
備
に
向
け
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
法
人
と
致
し
ま
し
て
、
政
策
や

社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
公
共
性
・
公
益

性
を
意
識
し
、
地
域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
経
営
の
実
践
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

    愛灯園イラスト 上空より 



  ① 利用者の望む生活を実現するために、適切なケアマネジメントを行う。 

  ② 利用者・家族の力を活かし、様々な社会資源を活用する。 

  ③ サービス提供事業者との連携を密に行う。 

  ④ 研修への参加や実践の振り返りを行い、相談援助者としての資質の向上に努める。 

    ⑤ 適正な制度利用を意識し、プランニングを行う。 

 ① ターミナルケアの充実を図る。 

 ② 感染予防・褥瘡発生予防の対策を行う。 

 ③ 各事業所間との連携、家族、職員との情報共有を行う。 

 ④ 利用者・職員の健康管理を行う。 

 居宅介護支援事業 

  ① 利用者様の出来ないところに目を向けるのではなく、各利用者様の強みに着目したサービス計画を 

   立案し、各職員が共通認識を持ち支援を行う。 

    ② ヒヤリハットや思いがけない出来事の分析を行い、具体的な対策を実施することにより、再発防止 

         に取り組む。 

  ③ 各職種及び職員間の連携強化を図り、組織的な生活支援に取り組む。  

  ① 個別援助計画の見直し 

  ② リハビリ、グループ活動の内容の充実（地域住民への案内配布・広報誌配布） 

  ③ 居宅介護支援事業者との連携強化と情報の共有。 

  ④ 感染予防対策の強化、事業所間の連携。 

  ⑤ 安全運転と車両の点検・整備。 

  ⑥ 苦情・事故・ヒヤリハットの原因究明、再発防止に努める。 

  ⑦ 稼働率の強化を図る。 

 短期入所生活介護事業 （介護予防を含む） 

  ① 利用者様の日常生活を意識した支援を行う。 

  ② 稼働率を意識した取り組みを行う。 

 通所介護事業（小諸市介護予防・日常生活支援総合事業を含む） 

 愛灯園診療所

   今年度の運営方針 
 特別養護老人ホーム 

 特定施設入居者生活介護事業（介護予防を含む） 

  ① 入居者の心身機能の維持・向上の為 、適切な外部のサービスを活用する。 

  ② リハビリ専門職からアドバイスを受け、個別リハビリを実施し、評価を行い、達成感が得られる   

    取り組みの実施。 

  ③ 入居者同士が共同で出来ることを提案して、自治会活動を通じて、暖かい雰囲気作りに努める。 

  ④ 入居者の急変時に備え、主治医・家族との連携に努める。 

  ⑤ 緊急時の訓練対応を常に意識して勤務する。 

 



 
     焼き芋大会 
 男性職員が火の管理をして、立派な薪

が真っ赤になり、利用者様が大切に包ん

だサツマイモとジャガイモを焼きまし

た。 外は小雪が舞っていて寒い日でし

たが、焼きあがった暖かい焼き

芋に皆様「美味しい、甘いね」

「寒さなんてとんで行っちゃう

ね」と口々に話されて、大喜び

でした。 

    

 

       まゆ玉作り 

米の粉を色づけし慣れた手つきで形を作り「農作

物の豊作を願う行事だよ」と話に花を咲かせ、枝

にもきれいに花

を咲かせまし

た。どうでしょ

うか？ 

 どんど焼き 
施設園庭で、枝

につけたまゆ玉

を焼いて食べました。 

 節分は、「季節

を分ける」と書い

て節分という意味

なんですね。 

 季節のはじめの日を立春、立夏、立秋、

立冬と言いますが、これらの前日はすべて

節分にあたります。１年に4回あるわけです

ね。旧暦では、1年の始まりが立春とされま

したので、現在まで残っているのでしょう。

「鬼は外～福は内～」とお腹から大声を出

して、豆を投げている様子はとても楽しそ

うですね！ 

  

  

  

 お雛様 

  生寿司イベント開催 

お寿司、おいしかった～！！ 
以前より、利用者皆様が楽しみに

していた 生寿司！目の前で握っ

て頂いた味はまた格別。おかわり

の声が飛びかいました。また次の

機会を待っています。 

  グリーンライフ 新年会 

 お正月、施設ではお餅が食べられな

いから、是非大きなお餅のお雑煮が食

べたい‼ 利用者様の夢

をかなえる為、新年会の

日までに口腔体操など毎日頑張っ

て、のどにお餅を詰まらせないよう

に、約束が守れたら作りましょう…

との目標を掲げて、頑張ってきまし

たので、１月２８日に実施しまし

た。皆様大きなお餅２枚完食して、

お代わりされる方もおり大満足でし

た。 

2月26日に利用者様8名で『お人形さん

巡り』の見学に本町の町屋館へ行ってきま

した。 

江戸時代、小諸は江戸と加賀百万石を結ぶ

北国街道の宿場町であり、商都として発展

してきました。 

町屋館は、昭和４０年代まで味噌・醤油

の製造業を営んでいた旧清水屋を、商家の

作りをそのまま活かした多目的施設で、

『お人形さんめぐり』は、平成１７年に始

まり今年で１１回目だそうです。 

中に入ると、江戸時代から商家に伝わる

古いお雛様や、天井いっぱいに吊るされた

吊るし雛に驚き、皆さん首が痛くなるほど

見上げて『綺麗だね、上手に作ってるね』

『昔の顔をしているね』『古いものが残っ

ているんだね』 

と感心して、 

桃の節句の気分を 

堪能していました。 



 

 

             ご協力ありがとうございました 

   令和元年１１月１日から令和２年３月３１日までのご協力者の方々を 

  掲載させていただきました。紙上をもって御礼申し上げます。 

   天池区長様・山梨県甲府市穴切地区民生児童委員協議会様・甘利様・小宮山様 

   松井農園様・芦原中学校様・土屋日出夫様・ＮＰＯ法人本途人舎様・山屋物産（株）様 

      職 員 紹 介     
  

   

。 

 

            ～これからの行事予定～ 

  ４月  神社祭縁日・お花見行事食・複式献立・お誕生日食・希望食・お誕生日会 

  ５月  地蔵尊縁日・ハローアニマル慰問・やまへい様会食招待・総合防災訓練・お誕生日会  

      6月   道祖神縁日・コンセプトメニュー・お誕生日会・希望食 

     ５月の創立記念日家族会につきましては、自粛することとなりました。       

 

 
 

〒384-0805 長野県小諸市字高峯己１番地 
  

 特別養護老人ホーム 愛灯園 

 短期入所生活介護所 愛灯園   電話 ０２６７－２２－８１７７           

 介護支援相談所   愛灯園 

 デイサービスセンター愛灯園   電話 ０２６７－２４－００５６ 

 グリーンライフ   愛灯園   電話 ０２６７－２６－０２２０ 

       共通ＦＡＸ  ０２６７－２５－２２３３ 

    介護をされている、ご家族・専門職へ暖かく感謝

の気持ちを伝えていく為に、  毎年11月１１日が

「介護の日」に制定されています。 社会福祉法人

愛灯園も、「介護の日」に賛同しています。 

    編 集 後 記   

  
  今年はスタートからいろいろな事が

ありました。２月は春のように暖かい日

が続き、雪不足と新型コロナウイルスの

ニュースが絶えず、国から面会制限の要

請がありました。 

 長い間皆様にはご不便をおかけしてお

ります。ご協力を頂き現在、利用者の皆

様はお元気でお過ごしです。 

マスク着用、消毒など個人でできること

は実施し規則正しい生活を送り、免疫力

を高めていきたいと思います。 

 新年度も愛灯園だよりを宜しくお願い

致します。 

         

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ２月より働く事になりました、小山です。

利用者様に対して、笑顔と思いやりを忘れず

に接する事を心掛けて行きたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

               小山 由夏 

   

 全く経験の無いお仕事ですので、皆

様にご迷惑やご指導いただくこともあ

ると思いますが、精一杯頑張りますの

で、宜しくお願い致します。                                 

           坂口 佑也 

 利用者様が、充実した生活が送れ、

愛灯園に来て良かったと思って頂ける

ように、頑張りたいと思いますので宜

しくお願い致します。 

 

            市村 賢 

 はじめまして。２月より管理栄養士として、愛灯園に入職し

ました倉田と申します。出身は、小諸市と隣接する群馬県嬬恋

村です。日々の業務は、まだまだわからない事が多く、未熟者

の私ですが、優しい先輩スタッフ達と温かな利用者様のおかげ

で毎日楽しく仕事をさせて頂いております。そんな私ですが、

食事を通して利用者様の生活をサポートさせていただきます。 

どうぞよろしくお願い致します。        

                       倉田 哲也 
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